
摂南大学 広報事務局

報道関係者各位

摂南大学（大阪府寝屋川市、学長:荻田喜代一）では、9学部17学科にわたる専門分野を持つ
教員への取材を受け付けております。今回は、摂南大学 経済学部 経済学科の朝田 康禎准教授を紹
介します。

2023年のゴールデンウィークは、3年ぶりにマスクフリーで楽しめる最初の長期休暇となりました。その影響
もあり、新幹線の乗車率も高く、ホテルの稼働率もコロナ前の水準に戻りつつあるなど、観光産業に活気が
戻ってきたように感じます。マスクフリーとなった3月にメトロエンジンが調査した「ウィズコロナのホテル運営とDX
活用に関する意識調査」によると、98.1％のホテル事業者がコロナ禍と比較して需要の戻りを感じていると
回答しており、観光現場でも回復を実感していることが分かります。そんな観光現場の活性化に拍車をかけ
るように増加しているのが、インバウンドです。JNTO（日本政府観光局）発表の2023年4月訪日外客
数推計値は約195万人。 200万人に迫る勢いとなっており、2019年同月比では66.6％にまで回復し、
個人旅行再開以降では最高を更新しました。

コロナ渦で大打撃を受けた観光産業がV字回復を見込む一方で、ホテルの宿泊代高騰や人手不足と
いった新たな課題も発生しています。そんな観光産業の活性化で期待できる経済効果とそれにともなう今
後の課題など、本件に関わるお話を幅広くお話可能です。

ご取材希望の方は下記広報事務局までご連絡ください。

◆プロフィール
所属 ：経済学部 経済学科
職位 ：准教授
学位・資格 ：博士（経済学）
研究分野 ：観光経済学、文化経済学、地域経済学

◆お話しできること
・関西における観光客・旅行者の地域分布動向
・関西におけるオーバーツーリズム（観光客の過多）の現状
・自治体や観光関連団体などにおける観光データの活用方法
・大阪の人口増加と女性就業者の転入状況

【報道関係者様のお問い合わせ先】
摂南大学広報事務局（アンティル内） 担当：佐藤、阿部、木村、水原、藤井

TEL ： 06ｰ6225ｰ7781 E-MAIL：setsunan_pr@vectorinc.co.jp

【取材調整可能・有識者(大学教員)のご紹介】

マスクフリー最初の夏休み！観光産業がV字回復の可能性

インバウンドが日本経済に与えるインパクトとは？

インバウンド増加による観光産業の盛り上がりで
期待できる経済効果と課題について解説

摂南大学 経済学部 経済学科 朝田 康禎(アサダ ヤスサダ)准教授

※できる限り調整をさせていただきますが、取材のタイミングによってはお受けできない可能性もある旨ご了承ください。

朝田 康禎 准教授
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